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バイダス アッセイキット キャンピロバクター 
VIDAS Campylobacter (CAM) 

30111 

本品は、説明書をよく読んでから使用して下さい。 
 
バイダス アッセイキット キャンピロバクターは、反応に必要な各種試薬を封入し

た試薬ストリップと抗キャンピロバクター抗体を内壁にコーティングしたスパーより

なっており、蛍光基質を用いた酵素免疫測定法により、自動免疫蛍光測定装置バイダ

ス又はミニバイダスで食品、食品成分及び環境中に存在するキャンピロバクター抗原

を検出するキットです。 
 

※※■本質（キットの構成） 
①CAM試薬ストリップ 30本 
②CAMスパー（固相） 30本 
③CAM陽性コントロール ６mL×１本 
④CAM陰性コントロール ６mL×１本 
⑤CAMスタンダード ６mL×１本 

 
 各構成試薬の内容 
①CAM試薬ストリップは、10個のウェルを有しています。ウェルの内容は下記の

とおりです。 
 

ウェル 内       容 

１ サンプル用ウェル （500μL）

２ 予洗液 ：トリス－Tween緩衝食塩液 （400μL）

3･4･5･7･8･9 洗浄液 ：トリス－Tween緩衝食塩液 （600μL）

６ 標識抗体：アルカリフォスファターゼ標識IgG抗体 （400μL）

10 蛍光基質：４－メチルウンベリフェリルリン酸 （300μL）
 
②CAMスパー（固相）は、その内壁に抗キャンピロバクター抗体がコーティング

されています。 
③CAM陽性コントロールは、不活化キャンピロバクター含有トリス－Tween緩衝食

塩液です。 
④CAM陰性コントロールは、トリス－Tween緩衝食塩液です。 
⑤CAMスタンダードは、不活化キャンピロバクター含有トリス－Tween緩衝食塩液

です。 

産業分野用検査キット
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＊本品を使用する際に他に必要な器具は、ストマッカータイプミキサー、500μL
用のピペット及びウォーターバス（95～100℃）等です。 

 
■使用目的 
食品、食品成分及び環境中に存在するキャンピロバクター抗原の検出 

 
■測定方法（測定原理） 
本品は蛍光基質を用いた酵素免疫測定法であるELFA（Enzyme Linked Fluorescent 
Assay）法を採用し、サンドイッチ法を測定原理としています。検体がピペット

チップ様のスパー内へ吸引されたとき、スパー内に固相化されている抗キャンピロ

バクター抗体が検体中のキャンピロバクター抗原に結合し、さらにアルカリフォス

ファターゼ標識IgG抗体が結合します。ついで蛍光基質４－メチルウンベリフェリ

ルリン酸がスパー内に吸引され、アルカリフォスファターゼにより、蛍光物質であ

る４－メチルウンベリフェロンに加水分解されます。 
370nmの励起光を照射して得られる450nmの蛍光強度を測定することにより、検体

中のキャンピロバクター抗原を検出します。分析から結果のプリントアウトまで自

動免疫蛍光測定装置バイダスあるいはミニバイダスにより自動的に行われます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■特  長 
１．検体を直接１番目のウェルに注入するだけでめんどうなピペット操作を必要と

しません。 
２．ピペットチップ様固相（CAMスパー）及び必要な試薬をあらかじめ封入した

CAM試薬ストリップの組合わせで測定しますので、検体及び試薬間の汚染の

心配がありません。 
３．自動免疫蛍光測定装置バイダスあるいはミニバイダスにより、自動的に分析か

ら結果のプリントアウトまで行われます。 
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※※■用法・用量（操作方法） 
推奨されている方法に従って操作して下さい。 
培養液は、予め室温（18～25℃）にもどします。 

 

１．検体の前処理 
AFNOR承認法（BIO-12/29-05/10） 
精肉、食肉加工品、環境検体 
キャンピフードブイヨン90mlミニバッグ（品番42642）、225mlミニバッグ（品番

42643）とコンビバッグ（品番30551）（微好気培養バッグ）を使用する方法 

－検体をXg（又はXml）無菌的にコンビバッグに入れ、キャンピーフードブイヨ

ン９Xmlを加えます。 
注）AFNOR承認法では、25g以上の検体では評価していません。 
注）環境表面のサンプルを採取する場合は、必要であれば適切な中和剤（レシ

チン、ポリソルベート、L-ヒスチジン、チオ硫酸ナトリウムの混合物等）、

滅菌希釈液（ペプトン緩衝溶液等）で表面を湿らせた収集器具を使用して

下さい。 
  採取後は、適切な量の培養液（サンプリングパッドの場合は100ml、綿棒

の場合は10ml）に収集器具を入れて下さい。 
注）精肉洗浄検体の採取には無菌手袋をご使用下さい。大きめのストマッカー

袋を裏返しにして覆いかぶせるようにして精肉をすべてストマッカー袋に

入れます。 
  滅菌ペプトン緩衝溶液400ml加え、ストマッカー袋を閉めた後は、精肉の

外側と内側の全表面に行き渡るように円を描くように揺り動かし洗浄しま

す。洗浄溶液をキャンピーフードブイヨンで1/10まで希釈します。（例：

25mlの溶液に対し、225mlの希釈液） 
－ストマッカータイプミキサーでホモナイズします。 
 内部ポケットの水平な綴じ目をミキサーの開口部と同じ高さになるようにミキ

サーにストマッカー袋をおきます。 
 パウチがある上部は乾燥した状態にして下さい。 
－手袋を使用し、GENbox microaer（品番96125）をアルミニウムパッケージから

取り出し、中央部分をつかんで、コンビバッグ（品番30551）内部のGENbox 
microaer用ポケットに入れます。 

－付属のクリップシールを使用し、コンビバッグを素早く閉めます。バッグが密

閉になっていることを確かめ、クリップで端を隙間なく閉めて下さい。 
 GENbox microaerを開けた時間から、コンビバッグを閉めるまでの時間は30秒

以内です。 
注）しっかりと閉まらないようであれば、クリップシールのご使用はおやめ下

さい。 
－培養液でGENbox microaerを濡らさないように、コンビバッグを置き、48±４

時間、41.5±１℃で培養して下さい。 
－培養後、ホモナイズして下さい。 
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 ストマッカー袋のフィルター部分から取り出した培養液２～３mlを試験管に

取り、試験管にふたをします。 
 95～100℃のウォーターバスで５±１分間加熱します。熱を冷ましてから撹拌

し、0.5mlをバイダスストリップのサンプルウェルに移します。 
－バイダスで測定します。 
 残った加熱していない培養液は、陽性結果が得られた際の確認試験用に２～

８℃で保存して下さい。 
 

AFNOR承認法での陽性結果の確認試験 
陽性結果が得られた場合は、確認試験を行います。 
確認試験は２～８℃に保管された加熱していない培養液で24時間以内に行って下

さい。 
非加熱の培養液を使用し、カンピ・フードID寒天培地（品番43471）または

mCCD 寒天培地に塗抹して下さい。プレートを41.5℃±１℃で40～48時間、微

好気培養します。 
 
２つの承認法のいずれかの方法で行って下さい。 
① CENやISOに定められた従来の方法に従い、１～５個の特徴的なコロニーを

同定します。 
② 40～48時間後に特徴的なコロニーがある場合は、１～５個をそれぞれ下記の

通りに分離して下さい。 

－コロニーの半分をコロンビア血液寒天培地に塗抹して下さい。プレートを

41.5℃±１℃で48±４時間、好気培養します。 

－残り半分のコロニーをコロンビア血液寒天培地に塗抹し、プレートを41.5℃±

１℃で48±４時間、微好気培養します。 

注）血液寒天培地の培養は72時間まで延長することができます。 
  この場合、キャンピロバクターが特徴的な形態ではなくなる場合がありま

す。（球桿菌） 
注）微好気条件でのみ発育した場合は、顕微鏡検査やオキシダーゼテストを実

施して下さい。 
  キャンピロバクター属であれば、微好気条件でのみ発育し、特徴的な形態

を示し、オキシダーゼが陽性となります。 
矛盾した結果が得られた場合（バイダスで陽性が出たが、標準法に記載されてい

る試験で確認できない場合など）得られた結果が正確かどうかご確認下さい。 
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AFNOR承認ではない試験法 
(1) 食品一般 

① ボルトンブイヨンを使用する場合（微好気培養） 
－食品検体Xg（又はXml）を無菌的にコンビバッグ（品番30551）に入れ、抗

生物質添加ボルトン血液無添加ブイヨン９Xmlを加えます。 
 注）25g以上の検体では評価していません。 
－ストマッカータイプミキサーでホモナイズします。水平にした内部の袋がミ

キサーの開口部と同じ高さになるようにミキサーに袋をおきます。 
 袋の上部は乾燥した状態にして下さい。 
－手袋を使用し、GENbox microaer（品番96125）をアルミニウムパッケージか

ら取り出し、中央部分をつかんで、コンビバッグ内部のGENbox microaer用
ポケットに入れます。 

－付属のクリップシールを使用し、コンビバッグを素早く閉めます。バッグが

密閉になっていることを確かめ、クリップで端を隙間なく閉めて下さい。 
 GENbox microaerを開けた時間から、コンビバッグを閉めるまでの時間は30

秒以内にして下さい。 
注）しっかりと閉まらないようであれば、クリップシールのご使用はおやめ

下さい。 
－培養液でGENbox microaerを濡らさないように、コンビバッグを置き、48±

２時間、42±１℃で培養して下さい。 

－培養後、ホモナイズして下さい。 
 袋のフィルター部分から取り出した培養液１～２mlを試験管に取り、試験

管にふたをします。 
 95～100℃のウォーターバスで15±１分間加熱します。熱を冷ましてから撹

拌し、0.5mlをバイダスストリップのサンプルウェルに移します。 
－バイダスで測定します。 
 残った加熱していない培養液は、陽性結果が得られた際の確認試験用に２～

８℃で保存して下さい。 
② プレストンブイヨンを使用する場合（微好気培養） 
－プレストンブイヨン又は、抗生物質添加ボルトン血液無添加ブイヨン９Xml
をフィルター付きストマッカー袋に入れ、無菌的に食品検体Xg（又はXml）
を加えます。 

 注）25g以上の検体では評価していません。 
－ストマッカータイプミキサーを使用してホモナイズし、42±１℃で48±２時

間、微好気培養します。 
－培養後、ホモナイズします。培養液１～２mlを試験管に取り、試験管にふ

たをします。95～100℃のウォーターバスで15±１分間、加熱します。熱を

冷ましてから撹拌し、0.5mlをバイダスストリップのサンプルウェルに移し

ます。 
－バイダスで測定します。 
 残った加熱していない培養液は、陽性結果が得られた際の確認試験用に２～
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８℃で保存して下さい。 
(2) 家禽肉の洗浄液 
－コンビバッグをご使用の際は、家禽肉を１分間、100mlのボルトン血液無添加

ブイヨンで洗浄します。 
－家禽肉の洗浄液を37℃で４時間、その後更に42℃で20時間培養します。 
－培養後、ホモナイズします。培養液１～２mlを試験管に取り、試験管にふた

をします。95～100℃のウォーターバスで15±１分間、加熱します。熱を冷ま

してから攪拌し、0.5mlをバイダスストリップのサンプルウェルに移します。 
－バイダスで測定します。 
 残った加熱していない培養液は、陽性結果が得られた際の確認試験用に２～

８℃で保存して下さい。 
(3) その他動物用飼料等（米国） 
－ボルトン血液添加ブイヨン又はボルトン血液無添加ブイヨン９Xmlをフィル

ター付きストマッカー袋に入れ、無菌的に検体Xg（又はXml）を加えます。 
 注）25g以上の検体では評価していません。 
－37±１℃で６時間、その後更に42±１℃で42時間、微好気培養します。 

－培養後、ホモナイズします。培養液１～２mlを試験管に取り、試験管にふた

をします。95～100℃のウォーターバスで15±１分間、加熱します。熱を冷ま

してから撹拌し、0.5mlをバイダスストリップのサンプルウェルに移します。 
－バイダスアッセイを行います。 
 残った加熱していない培養液は、陽性結果が得られた際の確認試験用に２～

８℃で保存して下さい。 
 
AFNOR承認ではない試験法における陽性結果の確認試験 
陽性結果が得られた場合は、確認試験を行います。 
確認試験は２～８℃に保管された非加熱ボルトンでの培養液または、プレストン

ブイヨンでの培養液で行って下さい。 
選択培地に分離して下さい。この際、カンピ・フードID寒天培地（品番43471）

の使用を推奨いたします。プレートを41.5℃±１℃で24～48時間、微好気培養し

ます。特徴的なコロニーがない場合は、再度別のコロニーを分離して下さい（ｍ

CCD培地等）。 
特徴的なコロニー１～５個を、標準法に従い同定します。 
 
矛盾した結果が得られた場合（バイダスにより陽性が出たが、標準法に記載され

ている試験で確認できない場合など）得られた結果が正確かどうかご確認下さい。 
注）上記以外の方法で検体処理を行う場合は、使用前にその方法が有効である

か必ず確認して下さい。 
２．試薬の調製方法 

構成試薬は、すべてそのまま使用して下さい。 
３．操作方法 
(1) 本品を冷蔵庫から出して、必要な本数のCAM試薬ストリップ、CAMスパー
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及びその他必要な構成試薬のみを取り出し、試験室内に30分間放置して下さ

い。残りは密閉して冷蔵庫に戻して下さい。 
(2) 新しいロットを使用する際にはバイダス又はミニバイダスユーザーズマニュ

アルの指示に従って、本品に含まれるMLEデータを自動又は手動で入力し

て下さい。 
(3) CAM試薬ストリップの所定の位置に、検体番号を記入して下さい。 
(4) バイダス又はミニバイダスユーザーズマニュアルの指示に従って、検体番号

及びアッセイコード（CAM）を入力し、ワークリストを作成して下さい。 
(5) CAM陽性コントロール、CAM陰性コントロール及びCAMスタンダードをボ

ルテックスミキサーで充分に撹拌して下さい。 
  注）コントロールとスタンダードは加熱しないで下さい。 
(6) 各CAM試薬ストリップのサンプル用ウェルに検体、CAM陽性コントロール、

CAM陰性コントロール及びCAMスタンダードをそれぞれ500μLずつ入れて

下さい。 
  CAMスタンダードを用いてロットごと及び14日ごとに二重測定により、

キャリブレーションを実施して下さい。 
(7) ワークリストで指示された位置にCAM試薬ストリップ及びCAMスパーを

セットして下さい。試薬ストリップとスパーの組み合わせを確認して下さい。 
(8) バイダス又はミニバイダスユーザーズマニュアルの指示に従って、測定を開

始して下さい。 
(9) 測定は、約70分で終了し、判定結果及び測定値が相対蛍光強度（RFV）とと

もにプリントアウトされます。測定値は、CAMスタンダードのRFVに対す

る検体のRFVの比であらわされます。RFVは、機器によって読み取られた蛍

光の強さから計算される値です。機器は、CAM試薬ストリップの光学キュ

ベット部分の蛍光の強さを２回、反応前（バックグラウンド）と反応後に読

み取ります。２回目の値から１回目の値を引いた値をRFVとしています。 
 
■操作上の留意事項 
１．検体は、感染の危険性を考慮して取り扱って下さい。 
２．本品の取り扱いは、生物学的安全性の見地から充分に注意して下さい。 
３．パウダーが付着した手袋を使用すると、誤った結果の原因になることがあるの

で、本品の取り扱いには、パウダーフリーの手袋を使用して下さい。 
４．本品に含まれるCAM陽性コントロール及びCAM陰性コントロールを用いて精

度管理を行って下さい。 
５．本品による測定は、ヒト検体及び動物検体の体外診断用に用いないで下さい。 
６．本品は、「用法・用量（操作法）」欄に記載された方法に従って使用して下さい。

記載された「用法・用量（操作法）」及び「使用目的」以外に用いられた場合、

誤った結果が得られることがあります。 
 
■測定範囲 
本品でCampylobacter jejuni、C.coli及びC.lariを検出することができます。 
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■測定結果の判定法 
 

測定値 結果の判定 

＜０．１ 陰性 

≧０．１ 陽性 
 
１．結果が判定不能の場合は、同一の検体を用いて測定し直して下さい。 
２．結果が陽性の場合は、４℃で保存しておいた残りの検体を用いて確認試験を実

施して下さい。 
 

※※■使用上又は取り扱い上の注意 
１．一般的注意 

(1) 本品は凍結を避け、２～８℃で貯蔵して下さい。 

(2) 試薬が誤って皮膚に付いたり、目や口に入った場合は、水で充分に洗い流し

て下さい。必要に応じて医師の手当を受けて下さい。 

(3) キットを開封したときに、スパーのパッケージが密封されており、破損がな

いことを確認して下さい。密封されていなかったり、破損していた場合は、

スパーを使用しないで下さい。使用後はスパーの安定性を保つために、乾燥

剤がはいったパッケージをしっかり密封して下さい。そしてキットを２～

８℃に保存して下さい。 
(4) GLP（ISO7218）に従って下さい。 

(5) 異なるロットの構成試薬を混合して使用しないで下さい。 

(6) キット中の容器、付属品等は、他の目的に転用しないで下さい。 

(7) 使用期限を過ぎた製品は、使用しないで下さい。 

(8) バイダスは微生物試験を行うことができる試験室に設置して下さい。 

(9) バイダス又はミニバイダスは定期的に清浄して下さい。 

２．操作上の注意 
(1) 口でのピペット操作はしないで下さい。 

(2) 試薬がこぼれたり、もれたりした場合は、0.5％次亜塩素酸ナトリウム溶液

等できれいに拭き取って下さい。 

３．廃棄 
(1) 本品の構成試薬中のCAM試薬ストリップ、CAM陽性コントロール、CAM陰

性コントロール及びCAM スタンダードは、0.1％アジ化ナトリウムを含有

しており、鉛又は銅と反応して、爆発性の金属アジ化合物を生成する可能性

がありますので、下水道に排水する際は、大量の水を流して下さい。 

(2) 使用済みの検体、試薬、器具等は必ずオートクレーブで滅菌、焼却又は消毒

液（0.5％次亜塩素酸ナトリウム溶液等）に浸してから廃棄して下さい。 

注）0.5％次亜塩素酸ナトリウム溶液で処理したものはオートクレーブで滅菌

しないで下さい。 
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※※■性能試験 
１．50菌種のCampylobacterについて、本品を用いて試験したところ、すべての菌

種が本品で検出されました。 
２．30菌種の非Campylobacterについて、本品を用いて試験したところ、交差反応

は認められませんでした。 
３．208試料について、本品及びISO10272-1法を用いて試験したところ、検出感度

はISO10272-1法で86％、本品試験法で98％でした。 

４．検出限界値：50％の検出限界の結果は下記の通りです。 
 

バイダスアッセイキットキャンピロバクター

（細菌数／25g） 
ISO10272-1標準法 

（細菌数／25g） 

0.2 - 1.8 0.2 - 2.4 

 

バイダス アッセイキットキャンピロバクターは、AFNORに、生肉製品、食肉加工

品、製造環境由来検体のキャンピロバクターの検査法の１つとして認証されまし

た。この認証は、国際規格ISO 16140
(10
に従って、ISO 10272-1

(7
に収載されている

試験法との比較検討の上で得られました。 
AFNOR VALIDATION 説明書の有効期限は、証明書内に記載されています。 
 
これらの資料は、ご依頼により提供致します。 
（ANFOR：Association Française de Normalisation） 

 
BIO 12/29-05/10 

ALTERNATIVE ANALYTICAL METHODS FOR AGRIBUSINESS 
Certified by AFNOR Certification 

www.afnor-validation.org 
www.afnor-validation.com 

 

■貯法・使用期限 
２～８℃で保存して下さい（禁凍結）。 
使用期限は、パッケージに記載してあります。 
 

■包装単位 
バイダス アッセイキット キャンピロバクター 30回用 
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■問い合わせ先 
※※シスメックス株式会社 

〒141-0032 東京都品川区大崎一丁目２番２号 大崎セントラルタワー８階 

TEL 0120－022－328 

 

シスメックス・ビオメリュー株式会社 

※〒141-0032 東京都品川区大崎一丁目２番２号 大崎セントラルタワー８階 

TEL 03－6834－2666（代表） 

 

 

■製造販売業者の氏名または名称及び住所 
シスメックス・ビオメリュー株式会社 

※〒141-0032 東京都品川区大崎一丁目２番２号 大崎セントラルタワー８階 
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製造販売元 シスメックス・ビオメリュー株式会社 
※〒141-0032 東京都品川区大崎一丁目２番２号 大崎セントラルタワー８階 

07999K-en-2010/09 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile ()
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 1200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




